
Q
　
「
台
風
1 9
号
が
本
市
を
襲
っ
て

い
た
ら
」
と
の
不
安
の
声
が
あ
る
が
、

①
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
巨
大

台
風
や
豪
雨
へ
の
対
策
は
、「
百
年

に
一
度
」
で
な
く
毎
年
来
て
も
お
か

し
く
な
い
と
の
考
え
で
臨
む
べ
き
で

は
。

②
台
風
1 9
号
で
見
ら
れ
た
越
水
に
よ

る
堤
防
の
決
壊
や
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
は
、
本
市
で
は
起
こ
ら
な
い
か
。

③
越
水
破
堤
を
防
ぐ
堤
防
強
化
策
は
。

④
防
災
情
報
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の

戸
別
受
信
機
の
設
置
率
向
上
策
は
。

⑤
台
風
1 5
号
並
み
の
強
風
に
市
内
の

送
電
線
の
鉄
塔
は
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

⑥
豪
雨
災
害
防
止
の
根
本
対
策
は
温

暖
化
防
止
で
あ
る
。
環
境
活
動
家
グ

レ
タ
さ
ん
ら
若
者
の
「
地
球
の
温
暖

化
を
進
め
、
将
来
の
環
境
、
生
存
を

脅
か
す
の
は
許
せ
な
い
」
と
い
う
主

張
に
、
市
長
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

A
　
①
巨
大
台
風
な
ど
は
い
つ
来
て

も
お
か
し
く
な
い
と
考
え
、
災
害
防

止
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

②
本
市
で
も
想
定
外
の
降
雨
に
よ
る

氾
濫
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

Q
　
令
和
２
年
４
月
か
ら
自
治
体
の

非
正
規
職
に
会
計
年
度
任
用
職
員
が

導
入
さ
れ
る
が
、

①
任
用
根
拠
の
適
正
化
で
、
ど
の
よ

う
な
形
に
移
行
す
る
の
か
。

②
制
度
設
計
は
。

③
ど
の
よ
う
な
処
遇
変
更
が
行
わ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
財
源
は
。

④
曖
昧
だ
っ
た
採
用
根
拠
を
整
理
し
、

す
べ
て
の
非
正
規
公
務
員
を
ボ
ー
ナ

ス
支
給
の
対
象
に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
実
態
は
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
う
代

わ
り
に
月
給
を
減
ら
す
こ
と
は
な
い

か
。

A
　
①
現
在
は
特
別
職
非
常
勤
職
員
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
、
臨
時
的
任
用

職
員
の
３
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

新
制
度
で
は
、
特
別
職
非
常
勤
職
員

と
臨
時
的
任
用
職
員
は
任
用
を
厳
格

化
し
、
そ
れ
以
外
の
職
員
は
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

②
正
規
職
員
と
は
職
務
の
内
容
や
責

任
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
上
で
、
職
務
遂
行
上
必
要
な
知

識
、
技
術
、
職
務
経
験
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
そ
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
給
料

Q
　
東
近
江
市
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

①
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
に
係
る
意

向
調
査
書
の
未
回
答
者
の
把
握
や
対

応
、
返
信
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

②
意
向
調
査
書
に
避
難
所
ま
で
の
移

動
手
段
の
項
目
を
追
加
で
き
な
い
か
。

③
要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
策
定
ま

で
を
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
市
が
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

A
　
①
未
回
答
者
数
は
９
１
５
人
で

す
。
未
回
答
者
に
は
、
引
き
続
き
年

一
回
意
向
調
査
書
を
再
送
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

な
ど
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②
地
域
で
の
避
難
支
援
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
有
効
で
あ
り
、
追
加

す
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

③
現
在
も
地
域
の
方
を
対
象
と
し
た

防
災
講
演
会
な
ど
で
、
個
別
計
画
の

必
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

４
月
の
名
簿
更
新
時
や
防
災
出
前
講

座
な
ど
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
強
く

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

③
現
在
県
は
越
水
破
堤
対
策
の
み
の

整
備
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
市
は
県

に
従
来
の
河
川
整
備
や
堤
防
補
強
工

事
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

④
設
置
率
は
現
在
6 1
・
７
％
で
、
全

戸
設
置
へ
広
報
を
強
化
し
ま
す
。

⑤
市
内
の
大
型
鉄
塔
は
、
強
度
の
強

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
て
ん
鋼
管
鉄
塔

の
た
め
、
倒
壊
の
可
能
性
は
低
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

⑥
地
球
温
暖
化
防
止
は
喫
緊
の
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
い
ち
自
治

体
で
は
な
く
国
際
間
で
の
取
り
組
み

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
法
律
に
基
づ
い
た
諸
手
当
を
設
け

る
な
ど
、
国
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
適
正
な
処
遇
に
な
る
よ
う
制
度
を

構
築
し
ま
し
た
。

③
制
度
変
更
に
よ
り
地
域
手
当
と
期

末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
財
源
は
、
今
後
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

④
現
在
任
用
さ
れ
て
い
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
現
状
を
踏
ま
え
て
給
与
を

決
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
不
利

益
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
　
防
災
マ
ッ
プ
改
訂
版
に
つ
い
て
、

①
新
基
準
で
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
取
り
組
み
と
発
行
予
定
日
は
。

②
防
災
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
掲

載
予
定
は
。

A
　
①
県
が
新
規
定
に
基
づ
く
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
を
今
年
度
公
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
基
に
来
年

度
以
降
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
我
が
家
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
り
、

ど
う
行
動
す
る
か
を
事
前
に
家
族
で

確
認
し
合
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
改
訂
時
に
検
討
し
ま
す
。

Q
　
双
子
・
三
つ
子
と
い
っ
た
多
胎

児
の
子
育
て
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

が
伴
う
。
不
安
や
孤
立
感
、
経
済
的

負
担
も
大
き
く
、
育
児
へ
の
協
力
が

必
要
な
こ
と
が
多
く
あ
る
が
、

①
多
胎
児
妊
婦
、
多
胎
児
育
児
家
庭

へ
の
支
援
、
相
談
体
制
は
。

②
多
胎
児
育
児
経
験
者
に
支
援
の
協

力
を
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

A
　
①
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
面

接
で
多
胎
妊
娠
の
把
握
が
で
き
る
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

産
後
ケ
ア
事
業
利
用
に
よ
る
助
産
師

の
訪
問
指
導
や
見
守
り
お
む
つ
宅
配

員
の
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
経
験
者
が
支
援
に
協
力
い
た
だ
け

る
機
会
の
創
設
を
検
討
し
ま
す
。

　

Q
　
本
人
や
家
族
が
認
知
症
に
な
る

な
ど
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合

に
、
お
金
の
管
理
や
介
護
・
医
療
な

ど
の
手
続
き
が
困
難
に
な
る
が
、

①
成
年
後
見
制
度
の
周
知
や
相
談
体

制
は
。

②
市
民
後
見
人
を
養
成
す
る
考
え
は
。

A
　
①
本
市
で
は
福
祉
総
合
支
援
課

が
窓
口
と
な
り
必
要
な
制
度
や
専
門

機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
国
は
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
進
め
て

お
り
、
東
近
江
圏
域
で
も
関
係
機
関

の
連
携
の
推
進
を
担
う
中
核
機
関
の

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
中
核
機
関
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

公
明
党

竹
内

　
典
子

双
子
・
三
つ
子
の
相
談
支
援
を

公
明
党

吉
坂

　

豊

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
た
め
に

日
本
共
産
党
議
員
団

廣
田

　
耕
康

『
百
年
に
一
度
』
が
毎
年
！

日
本
共
産
党
議
員
団

山
中

　
一
志

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
？

多胎児支援のリ ーフ レ ッ ト （ 厚生労働省）

地球温暖化防止を 訴えるグレ タ さ ん

（ 17歳・ 高校生）
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